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きたものは 30 名であった．平成 18 年度では入学志願者
629 名中，44 名が入学，ストレートに卒業できたものは
25 名であった．作業療法学専攻では平成 17 年の入学志
願者 222 名中，44 名が入学したが，問題なく卒業できた
ものは 25 名であり，平成 18 年度では入学志願者 186 名
中，39 名が入学，ストレートに卒業できたものは 24 名
であった．平成 17 年および平成 18 年入学者は，それぞ
れの専攻で 14 名から 19 名の学生が入学から卒業までの
間に蹉跌をきたしたことになる．入学者 3 人に 1 人もし
くは 5 人に 2人が躓いているという，看過できない数字
である． 
 このような状況下にあって，学生教育の課題が何かを
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施時間は，入学直後の 1週間で，物理学 9 時間・生物学
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い学生を対象に，週 1 回 90分の補習講義を個別対応の形





















は，大学中退者 11 パーセント，進路未決定者 14 パーセ
ント，大卒後一時的就業者 2 パーセント，大卒後 3 年未
満の離職率 32 パーセントの状況である．すなわち，大学
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